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1基本事項(2021年度採用の場合) 

I. 特別研究員事業(通称：学振)とは 

優れた若手研究者に自由な発想のもとに主体的に研究課題等を選びながら研究に専念する
機会を与え、研究者の養成・確保を図る制度です。 

採用されると、研究奨励金（20万円以上/月の生活費）、特別研究員奨励費（上限 150万円
/年の研究費）を受給することができます。 

対象分野：人文学、社会科学および自然科学の全分野 

 

II. 採用区分と申請資格 

【特別研究員 DC１】大学院博士課程在学者     （採用予定数：700名程度） 

年齢 制限なし 採用期間 3年間 研究奨励金 20万円/月 

申請資格 

 
2021年度の４月１日現在、我が国の大学院博士課程に在学し、次のいずれ
かに該当する者（外国人も含む） 
①区分制の博士課程後期第１年次相当（在学月数12ヶ月未満）に在学する 
者 

②一貫制の博士課程第３年次相当（在学月数24ヶ月以上36ヶ月未満）に在
学する者 

③後期３年の課程のみの博士課程第１年次相当（在学月数12ヶ月未満）に
在学する者 

④医学、歯学、薬学又は獣医学系の４年制の博士課程第２年次相当（在学
月数12ヶ月以上24ヶ月未満）に在学する者 

※①～③において、採用年度の４月に博士課程後期等に進学する予定の者
を含む。  
 

 

【特別研究員 DC２】大学院博士課程在学者    （採用予定数：1,100名程度） 

年齢 制限なし 採用期間 2年間 研究奨励金 20万円/月 

申請資格 

2021年度の４月１日現在、我が国の大学院博士課程に在学し、次のいずれ
かに該当する者（外国人も含む） 
①区分制の博士課程後期第２年次相当（在学月数12ヶ月以上36ヶ月未満）
に在学する者 

②一貫制の博士課程第4年次相当（在学月数36ヶ月以上60ヶ月未満）に在
学する者 

③後期３年の課程のみの博士課程第2年次相当（在学月数12ヶ月以上36ヶ
月未満）に在学する者 

④医学、歯学、薬学又は獣医学系の４年制の博士課程第3年次相当（在学月
数24ヶ月以上48ヶ月未満）に在学する者  
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1基本事項(2021年度採用の場合) 
 

【特別研究員 PD】博士の学位取得者        （採用予定数：350名程度） 

年齢 制限なし 採用期間 3年間 研究奨励金 36.2万円/月 

学位 
2021年度の４月１日現在、博士の学位を取得後５年未満の者。 
（申請時においては、見込みでも良い） 

受入研究機関 

受入研究機関は大学院在学当時の所属研究機関（修士課程として取り扱わ
れる大学院博士課程前期は含まない）以外の大学等研究機関（以下「出身
研究機関」という。）を選定すること（以下「研究機関移動」という。） 
 
注：特別研究員等審査会の判定により出身研究機関に関する特例措置を例外的に認める

ことがあるので、特例措置を希望する者は「特例措置希望理由書」（様式別紙）
を添付すること。 

注：出身研究機関は、博士の学位を取得する予定または博士の学位を取得した研究機
関。 
※ＨＰに申請資格のガイドライン公開中 

https://www.jsps.go.jp/j-pd/pd_sinsa.html 
 

受入研究者 大学院博士課程在学当時の学籍上の研究指導者以外を選定すること 

国籍 日本国籍を持つ者、または日本に永住を許可されている外国人 

 

【特別研究員 RPD】出産育児による研究中断者の復帰支縁 

（採用予定数：75名程度） 

年齢 制限なし 採用期間 3年間 研究奨励金 36.2万円/月 

学位 
2021年度の４月１日現在、博士の学位を取得している者。 
（申請時においては、見込みでも良い） 

受入研究機関 
受入研究機関は、大学院在学当時の所属研究機関以外の大学等研究機関を選
定することを推奨 

 

研究中断 

次のいずれかに該当する者 
① 2021年度4月1日時点で未就学児を養育しており、その子の出産育児のた

め、2013年10月1日から2020年3月31日の間に、3ヶ月以上研究活動を
中断した者 

② 出産または疾病や障害のある子を養育したため、2015年4月1日から
2020年3月31日の間に、3ヶ月以上研究活動を中断した者 

国籍 日本国籍を持つ者、または日本に永住を許可されている外国人 
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1基本事項(2021年度採用の場合) 
 

申請時の在学年次と申請資格（イメージ） 

 

  

 

  

 

  

 

 

新規採用者数と採用人数の推移 

 

  

３年制の 

博士課程 
Ｄ１ Ｍ１ Ｍ２ Ｄ２ Ｄ３ 

５年一貫制の 

博士課程 
Ｄ３ Ｄ１ Ｄ２ Ｄ４ Ｄ５ 

４年制の 

博士課程 
Ｄ２ Ｄ２ Ｄ３ Ｄ４ 

ＤＣ１ ＤＣ２ ＰＤ 

令和３年度（２０２１年度）採用分特別研究員及び海外特別研究員募集等に関する説明会資料より 
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2.申請から採用までのながれ 
 

 

 

 

  

第二次選考 

(面接選考) 

面接不採用者 

6/3（水） 学振申請〆切 

補欠者 採用内定者 

採用決定 （申請資格を確認のうえ採用） 不採用者 

採用内定者（面接免除者） 面接候補者 不採用者 

第一次選考 

（書類選考） 

5/13（水） 学内〆切 

4 月上旬 システム上での申請受付開始 

募集要項公開 

※ RPD は 5/7 学振締切 

※ 10 月上旬頃 選考結果開示 

※ 11 月下旬～12 月上旬頃面接 

※2021 年 4 月より採用 

※ 2021 年 1 月上旬頃 選考結果開示 

ID ・パスワード発行申請 

募集期間のスケジュ

ールは次頁参照 

申請者 

事務局 
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2.申請から採用までのながれ 
 
 
1. 電子申請用 ID・パスワード発行申請書を研究助成課へ提出 
  ※発行申請書（Excel）をメール添付で提出。 

研究助成課より ID・パスワードを通知。 
 申請書：https://www.chuo-u.ac.jp/research/rd/grant/news/2020/02/47685/ 

 
 
2. 電子申請システムにログインし申請書を作成  

（システムは 4月上旬より使用可能） 
  内容ファイル（Word）は下記より入手可能なのですぐに着手可能。 
  学振 HP：https://www.jsps.go.jp/j-pd/pd_sin.html 

 
①申請者情報（電子申請システムで入力）  ②内容ファイル（Wordファイル） 

 
 
3. システムから事務局に提出（送信） 

指導教員には③評価書を作成していただき、①②③をシステム上にアッ
プロードして事務局に提出（送信）する 

 
 
4. 事務局にて形式・内容チェック 

事務局：不備や修正箇所があれば、申請者へ差し戻し 
申請者：申請書を修正の上、再送信 
※このやり取りを数回繰り返して、ブラッシュアップしていく 
 
 

5. 事務局より学振へ提出 
本学事務局でとりまとめて提出 
 

 

https://www.jsps.go.jp/j-pd/pd_sin.html
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3.審査のしくみ 
 
 

1. 審査方法 
審査は、我が国の第一線の研究者で構成される特別研究員等審査会において、 
書面審査及び面接審査により行われます。 
書面審査は、申請者の審査区分に応じ、1件の申請に対して審査会の専門委員６
人により行われ、書面審査の各評点に基づき、書面合議・面接審査区分別部会 
（9分野）において書面合議審査が行われます。 書面合議審査では、第一次採用
内定者（面接選考免除者）、面接候補者、SPD面接候 
補者の選定が行われます。 
面接は、書面会議・面接審査区分部会において 1人当たり 10分間（SPDは 20分
間）実施 されます。 

 
2. 主な審査方針 ※申請書は以下の方針を踏まえて作成しましょう。 
I.  学術の将来を担う優れた研究者となることが十分期待できること。 
II. 自身の研究課題設定に至る背景が示されており、かつその着想が優れていること。

また、研究の方法にオリジナリティがあり、自身の研究課題の今後の展望が示され
ていること。 

III. 研究計画を遂行する能力が優れていること。 
IV. 特別研究員－PDについては、博士課程での研究の単なる継続ではなく、新たな研

究環境に身を置いて、自らの研究者としての能力を一層伸ばす意欲が見られるこ
と。 

V. 特別研究員－PDについては、やむを得ない事由がある場合を除き、大学院博士課
程在学当時（修士課程として取り扱われる大学院博士課程前期は含まない）の所属
大学等研究機関（出身研究機関）を受入研究機関に選定する者、 及び大学院博士
課程在学当時の学籍上の研究指導者を受入研究者に選定する者は採用しない。 

 
3. 書面審査の評点 

以下の 3つの審査項目について、5段階（5:非常に優れている、4:優れている、 
3:良好である、2:普通である、1：見劣りする）の絶対評価が実施されます。 

 
① 研究者としての資質 
② 着想およびオリジナリティ 
③ 研究遂行能力 

 
①～③の項目評価を踏まえ、総合的に研究者としての資質及び能力を判断したうえ
で、書面審査セット内での 5段階の相対評価による総合評価 が実施されます。 

 
 

評点 5（採用を強く推奨する）：10％  
評点 4（採用を推奨する）   ：20％  
評点 3（採用してもよい）   ：40％  
評点 2（採用に躊躇する）   ：20％  
評点 1（採用を推奨しない）  ：10％ 

 

DCは特に重視 

6人の専門委員が個別に
審査し、最終的には 6人
の総合評価の平均点を
参考に合議される。 

DC は研究経験が少ない
ため、①を重視して評
価。業績が少なくても、
準備がしっかりできて
いることをアピール！ 
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3.審査のしくみ 

審査区分を選ぶ 

審査は、申請者が申請時に選択した審査区分（小区分、書面審査区分、書面合
議・面接審査区分で構成）に基づいて行われます。 
 

◆審査区分表 確認頁（学振ホームページ） 
https://www.jsps.go.jp/j-pd/pd_sinsa-set.html 

 

  

同じ小区分だが、書面審査
区分が異なる＝審査員の専
門分野が異なってくる 

https://www.jsps.go.jp/j-pd/pd_sinsa-set.html
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3.審査のしくみ 
 

4. 書面審査セット 
 
「書面審査セット」とは、書面審査を行うためのグループです。審査は、申請者
の書面審査区分ごとに行いますが、適切な相対評価ができるように、関連する審
査グループを組み合わせてグループ化したものが「書面審査セット」です。この
グループごとに 6人の専門委員（審査員）を割り当てて審査を行います。 
 申請者は自身の申請書がどのような分野とセットで審査されるかを意識して申
請書を作成する必要があります。 

6人の中には、自身の研究とは専門分野が異なる審査員が含まれている可能性
もあります。専門外の人にも理解されやすい申請書となるように工夫しましょ
う。 
◆書面審査セット 確認頁（学振ホームページ） 
https://www.jsps.go.jp/j-pd/pd_sinsa-set.html 

 
  

短い時間で数十件の申請書を読
み、評価を行う。 
自身の専門分野から遠い分野の
申請書を評価することもある。 
 

例えば、小区分「経済政策関
連」で申請する場合、書面セッ
トは「社会学 3」となり、経営学
関連、会計学関連、商学関連等
と同じ審査を受ける。 

わかりやすい内容（専門用語
の説明）、簡潔で具体的な文
章、読みたいと思わせるレイ
アウトの工夫。 

審査員 申請者 

https://www.jsps.go.jp/j-pd/pd_sinsa-set.html
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4.申請書について 
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4.申請書について 
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4.申請書について 

 

 

 



 

12 

 

4.申請書について 
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4.申請書について 
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4.申請書について 
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4.申請書について 
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4.申請書について 
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4.申請書について 
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4.申請書について 
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4.申請書について 
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5.チェックリスト 

  

 チェック項目 チェック 

1 受入研究機関 受入研究機関（博士課程在籍機関）は国内の大学か。 □ 

2 申請資格 
申請資格を満たしているか。PD・RPDが学位取得(見
込含)しているか。DCは採用時点で博士課程に在学
し、申請資格相当の年次に進学しているか。 

□ 

3 専門分野 申請書情報⑥専門分野は、正しく漢字等で入力されてい
るか。 

□ 

4 学歴と博士の状況 
申請書情報の⑨学歴、⑩博士の状況が正確に記載されて
いるか。卒業(予定)・入学(見込)の年月日に矛盾はない
か。 
研究科名、専攻名は正確に入力されているか。 

□ 

5 現在の研究指導者採
用後の受入研究者 

申請書情報の⑮現在の研究指導者（受入研究者）⑯採用
後の受入研究者について、所属機関、部局、職名等は正
しいか。学籍上の指導教員か。 

□ 

6 採用後の申請者所属
研究科正式名 

申請者自身の所属部局（学籍上の部局）は正しいか 
DC1･DC２→○○研究科 
PD・RPD →○○学部 

□ 

7 様式改変 
令和 3年度(2021年度)採用版の書類で作成している
か。（昨年度と様式が変わっています） 
様式を経変（枠の大きさ変更、頁追加、ヘッダー外れ)
をしていないか。 

□ 

8 文字化け等 文字化けや図表のレイアウト、項目番号の飛ばし・重複
はないか。 □ 

9 鮮明さ PDFをモノクロ印刷した時に、不鮮明な箇所はないか。
（特に図表内の文字、記号） □ 
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6.その他 

 

 

 
【Webサイト】 
（１） 日本学術振興会 特別研究員のページ 

https://www.jsps.go.jp/j-pd/index.html 
 

（２） 中央大学 HP  
2021年度採用分 日本学術振興会特別研究員（DC・PD・RPD）の募集について 
（ID・パスワード発行申請書はこちらから） 
https://www.chuo-u.ac.jp/research/rd/grant/news/2020/02/47685/ 

 
【学内のお問合せ先】 

特別研究員募集全般、多摩・市ヶ谷キャンパスでの申請支援 
■研究助成課（多摩キャンパス 1号館 4階） 
電話：042-674-2159/2139 

メール：042kaken-grp@g.chuo-u.ac.jp 
後楽園・市ヶ谷田町キャンパスでの申請支援 
■研究支援室（後楽園キャンパス 3号館 10階） 
電話：03-3817-1679 

メール：kaken-shinsei-grp@g.chuo-u.ac.jp 
 

https://www.jsps.go.jp/j-pd/index.html
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